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「つながり」の中で・・・　　　　  ～「地球にやさしい」って何だろう～
《熱帯雨林を必要以上に破壊しないために私たちができることは？》
	分類
	すぐできる
	１年以内
	５０年以内

	個人で
	
	
	

	学校で
	
	
	

	家庭で
	
	
	

	国や世界
レベル
	
	
	




	Ｑ３ : ミーナを助けるためにできることはないだろうか。班で話し合って考えてみよう。

	＊あなたの考え

	＊他の人の考え

	＊班で選んだ、良さそうな支援策
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Ｑ１ : 次の①～⑯の行動について、班で話し合い、下の表に分類しましょう。
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Share Happy?　ともに生きる地球の未来


　　　組　　　番 氏名　　　　　　　　　　　　　　

















パーム油は、私たちが生活の中で日常的に使っている多くの品物に使われています。そのパーム油のもとになる油ヤシを育てるプランテーション農園をつくることが、熱帯雨林をすごいスピードで伐採することにつながる一要因であることを学びました。つまり、私たちの便利な日常生活と、熱帯雨林の消失が、こんなにも密接につながっている現実があるのですね･･･。この状況を打開するために、私たちにできるのはどのようなことでしょうか。





Ｑ２ : この他にも私たちができることはないでしょうか。話し合って、考えを書き込みましょう。





プランテーション農園で働く、１３歳の少女ミーナの生活





★ふりかえり★　今日の授業で感じたこと、考えたことを書きましょう。








